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例 言

l 本啓は、粧阜市祇閣 1丁目前番に所在する芥見町屋遺跡の発掘調査報告暫である。

2 調査は、芥見野村水源地建設事業に伴う緊急発掘調査として、岐阜市上下水道事業部、世阜市教

育委員会、財団法人岐阜市教育文化振興事柴田の三者による協定に基づき、委託者 岨♀市上下水

道事業部の経費負担により、受託者 岐阜市教育委員会と財団法人岐阜市教育文化振興事業団が発

掘調査を行った。

3 調査期間は下記の通りである。

発掘作業平成16年9月27日~平成16年10月6日

整理作業平成17年8月 l日~平成17年10月31日

4 調査組織は下記の通りである

調査主体者 岐阜市教育委n会教育長安藤征治
岐阜市教育委日会社会教育室長 後藤敏朗

(財)岐阜市教育文化振興事業団理事長 多国喜代則

。甘)岐阜市教育文化振興事業団埋蔵文化財調査事務所長 西村量良

調査担当者 岐阜市教育委員会社会教育童文化財グループ内堀信雄

(財)舵阜市教育文化振興事提団埋蔵文化財調査事務所 井川祥子

(財)岐阜市教育文化振興事柴田埋蔵文化財調査事務所 山口早苗

調査補助貝 倉持和美

5 本l'l'の作成は、内堀の指導と協力のもと、井111が行った。

6 執筆分担は、第2章第I節は内堀、それ以外は升川である。

7 出土遺物については下記の各氏にご教示頂いた。

須恵器 渡辺博人(各務原市文化創造部木曽川学研究所)

山茶碗 藤津良祐(愛知学院大学教授)

8 調査記録及び出土遺物は(財)岐阜市教育文化振興事業聞が管理している。

凡例

i 図中の方位は真北を示す。

2 原"'1として、過柄閣聞は1/50、遺物図版{剖/3の縮尺である。
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第 l章遺跡の立地と環境

第 l 節 立地と歴史的J~境

岐阜市は揖1.平野の最北端に位世し、 芥見阿TJj~遺跡は岐阜市の北東部、長且川と武儀川、津i早川が

合流するやや下流左岸の河岸段E下の自然堤防上から佳~r湿地にかけて立地する。 古代においては、各

務部の芥見輔の比定地内に位置し、長良川の対岸は、山県郡片野輝、約 1km下流の対岸は方県郡であ

るロ芥見郷推定範囲内には、 「美揖国Jr奨i島jの刻印須恵器が出土したこ とで知られる老洞 朝倉須
~!~器熊跡群もある 。 この熊は、須EE器の一大産地である長揖須衛古熊跡群の一部であり、その西端に

位置する。また、東山逝も芥見蝿内を通っていたと推測されている。推定ルートは、ヲF見町屋遺跡の

南にある清水山の南で、対岸の古i:jt地区で長良川を渡り、岩田地区を通り、南東部の岩滝地区、そし

て各務原へと進んだと考えられる。

芥見町屋地区は、近世には非見の渡しがあり、民良川右岸とを結ぶ東西の遣があり、国道l日号韓関

通以前、長良川左砕を南北に結ぶ道も集落内を通るという交通の要商であった。そして長良川を利用

した舟亜の担陸自としても栄えた。

芥見町屋遺跡における発掘調査は、過去に 1回行われ (今回の発掘調査地の東約250m地占)、弥生

時代の遺構 (竪穴住居跡が5基ほか)や遺物が見つかっている。

第 2節周辺の逃跡

芥見町屋遺跡が位置する芥且地区とその周辺では、縄文時代から戦国時代にかけての遺跡が多数確

飽きれている。縄文時代は、予1且盆地の西捕に位位する北民塚遺跡で、団地の造成工事に伴い縄文土

器や石銀打製石斧等が出土した。また、朝倉遺跡でも団地造成の際に縄文土器や石器が採取されて

いる。古墳時代から古代にかけては、横穴式石室を内部主体に持つ群集噴が多く立地する。芥見町屋

遺跡の北西部に大船古明群、東山古境群、北山古墳群の3つの古墳群がある。大船古1J't群は大船山の

南東に出た小支丘町南側斜面に位置し、2基の円噴が知られている。2号墳からは須YJ.l:器の杯、身や高

杯など出土している。北山古墳群は北山の山頂と山置に立地する 3基の古墳が知lられている。平成11

年度に山頂の3号積の発掘調査が行われ‘耳環やlJi恵器が出土した。南部には喪主山古噴群、岩田古

墳群、岩田原古境群、朝倉古墳群がある。蓑笠山古噴群は2基の円噴からなり、 l号墳からは須恵器

が出土している。岩間車古墳群は 7基の円墳からなる。Mi!!':器が出土している。朝合古墳群は、諏訪
山の甫麓に位置する 4基の円1J'tからなる。大正時代の発掘調査では金環直刀須恵器鉄片昔玉

が出土している。昭和142'1'の団地造成工事で消滅した。長良川右岸には、岩井古墳昨、番場山古墳群、

北長壇古墳群、大蔵山古墳がある。岩井古墳群は 7基の円墳からなり、主tu.!!.器、直刀、勾玉、官王が

出土Lている。番場山古噴昨は、番場山の山麓に立地する 4つの支群(J-4古墳群)からなる。部

3支昨は団地造成のため消誠した。内部主体はいずれも河原石を使用した繊穴式石室で、金環 直万

鉄族須恵器土師器刀干鉄が出土している。平成15年度に瞳阜県士化財保護センターにより車

1 '支酵の七圧図書場山古噴が尭掘調査された。北長塚古IJl群は12基の円墳からなるが、昭和39年の団

地造成工事の際に消滅した。 ~Jm!.器や勾王、特王、小玉、 I在刀などが出土している。 大蔵山古墳は大

正14年に発掘調査された。円墳で、内部には長持形石柑があり、須恵器の需台停が出土した。集落遺

跡としては、芥見町屋遺跡の南東の河岸段丘上に立地する芥見長山遺跡がある。過去の発掘調査で奈

良時代の竪穴住居跡などが見つかっている。岩田西遺跡 岩田東A遺跡では古代から中世の遺物の散



- 3 -

第 1図 周辺週跡位置図 {国土鳩沼健発行 1:25，脚削掴惜・1咽}使用)
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布が見られる。長良川右岸立地する福1i遺跡 福12出口遺跡、長塚遺跡、加野部畑遺跡、加野南遺跡

では、古代から中世にかけての遺物の散布が見られる。東山道推定ルート上に立地する長良古津遺跡、

岩田百遺跡、岩田東A遺跡、岩滝A遺跡でも古代から中世の遺物の散布が見られ、岩滝A遺跡の試掘

調査では古代の佐居跡が見つかっている。当地践では黛跡も多〈見られる。諏訪山町北斜面には老洞

古窯跡が、南斜面には朝宮古窯跡が立地し、「美雄国Jr美揖」 主IJ印須恵器が出土した。いずれの窯跡
も国史跡に指定されている。やや南にある岩田壇古窯跡群、輿洞古窯跡群、日野古窯跡群は、平安時

代の灰粕陶器を焼成した熊である。中世 戦国時代は、芥見長山遺跡の尭掘調査と試掘調査で、戦国

時代の構なとーが見つかっており、当遺跡の車1.5kmの尾根先端に立地する長山雄跡にl期悼するものと考

えられる。溝口中遺跡では、中世の遺物の散布が見られる。

[参考文献] 岐阜県『岐阜県史通史橿原始J 1972 

岐阜市『岐阜市史史料編考古文化財j 肝ヲ

岐阜市教育委民会rRllI遺跡発婦間変報告書J 1982 

岐阜市教育祭貝会『岐阜市温跡俳細分布調査報告書j 1996 

(財)岐阜市教育文化禄興事寮図『北山3号噴j 悌8

岐阜県教育委員会『岐阜県中世械館総合調査報告曾 第二集j 2曲3

第2掌発掘調査の経緯・経過

第 l節 発掘調査に至る経緯

平成16年7月上旬、岐阜市上下水道事業部から岐斗布教育委只金に、当該地において配管工事の計画

があるとの連絡があり、文化財保護法上町千続きと試掘調査の必要性を説明した。 7月16日付けで事業

者から、文化財保護法第57長の3第I項の基づく発掘通知の提出と試掘調査の怯頼があり、担当者が現

地を確認したところ、遺跡内において一部無屈の工事が行われていたことが判明した。畦阜市教育委

員会では舵阜県教育委貝会に尭掘通知を進達するとともに、これまでの経過を報告し、今後の対応に

ついて指導を受けた。 7月22日付けで、発掘通知に対して岐阜県教育委n合教育長から岐阜市上下水道
事業部長あてに試掘調査を実施する旨の指示があった。この指示を受けて7月28日から30日まで岐阜市

教育垂只舎の委託を受けた (財)岐阜市教育文化振興事業団が試掘調査を実施し、遺構遺物の存在

を確認した。 7月22日付けで事業者から岐阜県教育委只金あてに、通知l前に一部工事が行われた経緯に

ついての顛末舎が提出された。顛末容を受けて、8月9日付けで畦阜県教育委員会教育長からよ下水道

事業部長あてに今桂こうしたことが再度おこらないよう、市教委と緊密な連特を取るとともに、市教

昏の指導のもと、工事を実施するにあたって細'L'の注意を払うようにとの指導があった。同時に、航

阜市教垂あてにも、こうしたことが再度起らないように留置するとともに、事業者に対して指導を徹

底する旨の指示があった。その後岐阜県教育委員会、舷!f!.市教育委只金、事業者間で遺跡の保護のた

め、工法の変更等について協議を重ねた結果、遺跡に影響を与える範囲について記録保存のための本

発掘調査を実施することになった。 7月16日付けで岐阜市上下水道事業部長から提出された尭姻通知に

対して改めて、9月22日付けで岐阜県教育委員会教育長から事業者あてに尭掘調査実施の指示が出され

た。これを受けて、9月24日付けで、事業者断阜"itiよ下水道事業部長と岐阜市教育委員会教育長及び

(財)岐阜市教育文化振興事業団理事長の三者の聞で現地調査及び整理報告等に関する協定曹が締結さ

れた。協定を受けて、9月27日から10月6日までのIi!J 岐阜市教育委員会及び(財)岐阜市教育文化振

興事業団が現地の発掘調査を実施した。 9月29日付けで、岐!f!.市教育委n会教育長から厳阜県教育委n
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合教育長あて 6こ文化財保護法第58~島町2第l項の規定に基づく発掘調査の報告を行った。 報告に対L 、 10

月15日付けで、粧阜県教育委員会教育長から岐阜市教育委員会教育長あてに慎重に実施する旨の指示

があった。

第2節 発掘調査の経過

発掘作業は、平成16年9月27日から10月6日にかけて建物建設に伴い地下に影響がある部分に調査区

を設定Lて行った。調査区は、対象地町北西部に位置し、南北方向のトレンチ状の調査区を 2つ陵定

(西区 1.2mX7.2m、東区1.2mX5.9m、面積15.7mJ) Lて調査を行った。 最初に試掘調査で確認した

遺構検出面であるD層(田届)上而まで重機掘削を行い、その桂は人力作曹に移り、遺構検出を行い

つつ帰り下げを行った。途中、古代の須恵器や土師骨平等が出土した。10月6日までに地山まで掘削し、

調査区平面図、土層図、遺物の取り上げを行い、発掘(現地)作業を終了した。

図而や出土遺物の整理作聾は、平成17年8月l日-10月31日にかけて行った。出土遺物は、洗棒、註

記、接合作業を行った桂に実測をし、図版作成を行った。遺構図面は、合成専行い、図版を作成し、尭

揃調査報告書を作成した。平成17年10月31日にすべての調査行程が終了した。

/ 
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/
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， 
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第2図発掘調査位置図

{この完狙臨調牽位置図U 餓阜市の示....・τ飯皐市作成婚幽{平成'"事11測・}を徳銀したものである.平成17匁10月12図 餓.市~17"' )



- 6 -

第3掌 発掘調査の成果

第l節基本層序 (第3図)

発掘調査区の基本層停は 平成16年7月28日から30日にかけて行った試掘調査で確定、されたものと

ほぼ同様の層位であった。試掘調査では対車地の中央車寄りに南北方向のトレンチとその中央で芭行

するように東西方向のトレンチを設定し、最深で現地表下約L6mまで掘削を行った。その結果、A-

Fの6層を確認した。 トレンチのいずれの地市においても同様の層位が確認された。このうちD層に

は遺物が多量に古まれるため、明瞭な遺構は検出されなかったが、遺物や炭化物が多く古まれること、

遺物が集中して出土する箇所があることから、D層が遺物包古層ではなく 、遺構である可能性が高い

と考えられた。D層からは須恵器や奈良時代の土師器聾、灰粕陶器、山茶碗などの古代から中世の遺

物が出土した。

発掘調査区では ]-vの

5眉を確認した。I層の灰

褐色砂質土(厚1予約0.25m)，

E層の灰色砂質土(厚さ約 | 

0.15m)は現代造成土であ

る。皿層は褐色~暗灰褐色

砂質土(厚さ約0.7m)で、

上部に多くの遺物が古まれ

るカえ下部には古まれない。

N眉の暗褐色砂質土(厚さ

舞.伺.区

、 • 、
W v 

以値銅賞トレンチ

A 

¥¥  

とLK

畑山〉

現代温暖土 I 灰縄色砂貫主

" 灰色砂寅土
週栴甥土? 置 縄色~噌灰裕也砂町土

組ili • 崎掬色砂貫主
， 貧家褐色砂

〈総領贋貨トレンチ〉

蹴蹴土 A 灰色柑 土

" ，崎色紗貧土
(灰色砂慣土濃川

C 灰色砂貧土

'"膚と似る}
週機哩土， ， 掬色~捗縄色~灰肉色砂貧土

(般化物遺物含む}

地" ， 家側色砂買土
， .，際色砂

第3図発掘調査土層柱状図

約0.05m)とV層の黄茶褐色砂は地山である。試掘調査で確認した層位との対応関係は、土色など異な

るものもあるが、 I層はA層、H層はC層、皿層はD層、 W層はE層、 V腐はF層にそれぞれ対応す

ると考えられる。試掘調査のB層は今回確認できなかった。

第 2節遺構・治物の概要

( 1 )遺構 (第4. 5図)

発掘調査は、*区(東西l.2mx南北5.9m)、西区(東西l.2mx南北7.2m)の南北方向の調査区を平

行して設定した。両調査区の聞は約l.Omである。狭〈長い調査区のため、平而的な遺構全体の把接は

困難であった。

調査は皿層上而まで重機で土を除去し、そこからは遺構輸出を行いながら掘り下げる作業を行った。

皿層は場所によって徴妙に土の色調や締まり具合が異なり 、そのよ部には遺物が多く 古まれ、集中L

て出土する箇所もあ旬、何らかの遺構が存在する可能性が高いと考えられるため、何度も平面精査や

壁而精査をして遺構検出を行った。

田層の掘り下げ途中には、西区の北側で南と北似!とで土の違いがある箇所も存在したが、土層断面

では確認することができなかった。また、酉区の束壁中央部分で遺物が集中して出土したことから、土

坑などの遺構である可能性が考えられたため、遺構検出を試みたが、結局地山まで掘り下げを行う聞

に、遺構と断定できるものを検出することはできなかった。

最終的に調査区の土層断面にて、西区の東壁のみで、帽4.5m、深さ約0.3-0.45mの遺構(12層)と



- 7 -

思われる幅り込みを検出した。この部分からは遺物が集rl:Jして出土したことからも、遺構である可能

性が高いと考えられる。しかし、他の壁面で、これに対応する遺備を検出することはできなかった。但

し、車区東壁聞、西区東壁面の一部で、土質が異なる境を一部で検出しており、これらが対応するの

であれば、東西摘査区全体に広がる車西方向の溝か土坑である可能性も考えられる。結局、現地で確

実に遺構と断定することはできなかった。

西区東堕中央部分 (皿層)で、まとまって出土した遺物は、壁面内 (昨4図のトーン部分)約O.4m

まで続いており、これらは調査最終日に採取した。大きな破片が重なるようにあることから 括廃棄

されたものであるように見える。

遺物整理を行う鯨程で、調査区全体から出土した皿層上部の遺物には、接合関係があることがわか

った。このことは、阿調査区全体に広がる一つの大型の遺構が存在する可能性が高いことを表してい

る。出土壇物からも 8世紀前半と時期にまとまりがあることから、捌査区壁而で一部砂出された土坑

か帯状のものが遺構である可能性が高くなった。

( 2 )遺物 (車6. 7図、第 1-3表)

今回のE調査で出土した遺物総数は941点 (接合桂)である。平面的には西区が72%、東区カ屯8%と西

区での出土数が多い。届位では、皿届が剖%とその多くを占める。遺物の被類では、崇良時代の土師

器聾が約54%、同時代の須恵器が'22%である。

このうち刷占について固化を行った。 1-46は田層上部 (西区東壁面内出土遺物含む)より出土L

た。この層より出土した遺物は比較的大きな破片が多い。

1-28は8世紀前半の須恵器である。1-5は杯董で、 3. 4の口縁部には使用痕がみられる。6-

12 . 14は有台杯で、 6の高台裏にはヘラ記号がある。13は蕪台杯、 15は椀で、外面に打ち欠いた担跡

が認められる。1.14.15は住桂理写しである。16は敏の口縁部、 17-20は鉢で、このうち20は鉄鉢写

しである。21-23は民顎眠、24は瓶類の底部、24は甑の把手、 26-28は聾である。胴部外商には平行

叩き浪、内蘭には同心円当て具痕がみられる。 26.27の内面は胸製当て具痕である。29-37は土師器

である。29.30は古噴時代のもので、29は査の底部で外底部に木措棋がみられる。30は台付費の脚部

である。31は7-8世紀頃の焼塩土器。 32は鍋か甑の把手。33-43. 46は丸底費である。この聾は、体

部外商は縦斜め方向のハケ目、内面は縦斜め方向のケズリ:かナデ欄盤。口縁部内聞は横方向のハ

ケ自調整の桂に横方向のナデを施す。外面は横方向のナデ開藍を施す。7世紀桂半から自世紀前半に

かけての聾である。34.35の外面には煤カ吋寸着する。図化したもの以外の植片を含めてもこの2点の

み使用痕があり 他の聖には認められない。45は胎土に砂粒を多量に古む平成賓の口縁部と思われる。

47-57はH 困層より出土した。幸良時代から中世の置物が見られる。47-49は須恵器。47は有台

杯の輩、 48は有台杯、 49は鑑台杯である。いずれも 8世紀後半から 9世紀初頭町須恵器である。50-

531;1灰軸陶器で、 50-52は腕、日は段皿である。臼-56は車曜型の山茶碗。57は土錘である。

58-65はI婦や重機掘削中に出土した遺物である。58は灰軸胸器の腕と思われる。回は尾張型の山

茶碗。59. 61 . 62は車溝型の山茶碗。臼 65は戦国時代の土師器皿の小形品である。

皿届出土の遺物は、須!!l器は8世紀前葉と前半のものが大半を占める。その生産地は美雄須衛古窯

跡群で、一部老洞織跡群の製品と阜、われるものもある。土師器の丸底饗は7世紀から 8世紀代に見ら

れるものであるが、供伴する須恵器と同様の8世紀前半の年代が考えられる。また、須EE器は費や髄

釦などの貯蔵品が多く出土し、その口縁部や高台に使用痕はみられず、焼成段階で歪んだものが多い。

これは須恕器そのものを製品として出荷したものではな〈、。Iかの外容器として使用した可能性が考
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.'暗

第2褒遺物観察衰 (2)

調査区 届{立
土師法

灰勅陶磁
山茶碗

(古代建} {その他) 須恵器 {尾猿型) (東漫型) その他 tf 
東調査区 皿脳上部 138 40 38 2 218 

n.田刷上部 2 1 1 2 7 
I層重機繍削 5 12 3 2 1 3 2 28 
排士 1 

園調査匝 E樋上郁 321 78 141 5 2 8 555 
n.困層上部 3 4 3 3 1 14 
1層重機姻削 34 53 11 l 3 1 103 
排土 1 2 

東西測責保 |皿脳 6 13 
.圃 511 190 203 14 3 17 3 941 

第3表遺物算計表

えられる。土師器現も内外面に煤や焦げなどの使用艇の認められるものは極少量であり、何かを入れ

て運ぶための容器であったことも考えられる。しかし、これらの土器の内面には付着物はなく、痕跡

を残さないものを入れ運搬していたと考えられる。
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第4章まとめ

今回の発掘調査は面樹が小さく 、デ タ が少ないこともあり、遺構の性格などを明らかにするこ

とはできなかった。しかし、8世紀前半のまとまった遺物が出土し、それらの多くが認められない須

恵器の費や瓶類、土師器の聾であることから、内容物が残らない桐かを入れて運ぶための容器として

使用し、廃棄したと考えることができた。芥見町屋遺跡の立地状況から、長良川を利用Lた河川流通

の集積場のような場所であったと考えられる。

また、7世紀後輩以降、美揖須衛古窯跡群で生産された須71T器は、主に、在地の中揖と、西濃、東

濯の一部、尾張北部で使用されたことが解っている。中i農地域では特に長良川流域に舟布し、このこ

とは、須11F器を運搬する手段として長良川の舟運が利用されたことをましていると思われる。発掘調

査では、未使用の須恵器が大量に出土することはなかったが、生活物資以外にも須恵器の流通にも関

わっていたことも考えられる。

芥見町屋遺跡の甫東部の河岸段丘上に位世する書見長山遺跡でも 7世紀後半-8世紀前半の遺構や

遺物が見つかっており 芥見地区(旧各務部芥見輝)の開発が進み、新たに集落が築かれたことが考

えられる。7世紀後輩という時期は、英雄須衛古窯跡群で大量の須恵器が生産されるようになる頃で

もあり、須Yll器生産に関わった人が、舷阜市東部域に集落を官むようになったことが推測できる。

西揖 中濃地壊では、6世紀末から8世紀前半にかけて丸底型が使用された。調整技法や胎土など

により 2類 (A1 . 2類)に分けられる。A1類は三重県の北野遺跡とその周辺で生産されたもので

ある可能性が高〈 、伊勢型聾と総称されている。この伊勢型聾は6世紀代から伊勢や尾張でも使用さ

れており、美設では酉は各務原、北は関市までの地域で使用されている。伊勢や尾張では7世紀後半

-8世紀代にも伊勢型聾が使用されつづけたが、中濃地域 (晒阜市各務原市 関市 葉漉加茂市

美揖市 1J加町)では7世紀後半頃からこの伊勢型聾とは胎土や調整が異なるA2類が使用されるよ

うになる。これは伊勢型費を在地で模倣したと考えられる聾で、今回の発揮調査で出土した丸JiJ:饗も

A2類である。

岐阜市域では現在までに、集落遺跡では鷺山市場遺跡、域之内遺跡、芥見長山遺跡、古噴の副葬品

としては上城田寺長屋 l号墳、番場山古噴群で、周辺では関市の重竹遺跡でも大量に出土している。

A2類の丸底壷は、使用地域が中農地域に限定されており 、生産も同地域において行われたことが考

えられる。8世紀後半なると東揖で生産されたと考えられる平底の揖尾型斐が使用されるよ うになり、

ヌU正聾は姿を消す。今回の尭掘調査ではI自のみ平成型の口縁部が出土している。
(参考文献] 内堀信雄 弁川祥子「笑演に"ける古代土師器者炊共の線網Jr第4回東海考古学フォーラム 舗と蔓そのヂ

ザイ〆』 東海考古学フォ ラム尾抜大会実行会員会 ゆ96

内期信雄 f英機の古代 中世の土器陶器と水のiI!陵の逝Jr歴史の山遺と川の迫ン〆ポンウム 中山道と木曽
川の今と{~-J各務原市埋蔵文化財情筆センタ2(阻

渡辺博人「契機の須恵器生産と古代寺院Jr歴史の山道と川の道ンンポジウムー中山道と木曽川の今と昔ー』各務
原市埋蔵文化財調筆セノタ 2切2
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